










くろ だ とし お
氏名・(本籍) 黒 田 {愛 雄
学位の種類 文 A壬ιー 博 士
学位記番号 第 621 4 τEヨ3 
学位授与の日付 昭和 58 年 11 月 21 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 日本中世の国家と宗教
論文審査委員 教(主査授) 梅渓 昇
教(副査授) 斯波 義信 助教授脇田 修
論文内容の要旨





第一部は， 1 中世の国家と天皇， n鎌倉幕府論覚書， m鎌倉時代の国家機構ー薪・大住両荘の争乱を
中心に一， IV延暦寺衆徒と佐々木氏一鎌倉時代政治史の断章一， v建武政権の所領安堵政策，一同の




















世国家と神国思想， IX一向一撲の政治理念一「仏法領J について , x中世の身分制と卑賎観念，付説













































雄篇であり， A 5 判 559 ページに及ぶ大冊である。また，本論文が日本中世史研究に与えた影響は大き
く，現在の研究水準をっくりだすにあたってのきわめて重要な文献の一つであるとして，すでに学界の
評価も定まっているが，乙乙で改めてその研究成果の主なものをあげ，審査結果を述べる乙ととする。
(1) 本論文の成果の第ーは，日本中世における国家の存在と，その特質を解明し，権門体制なる範鴎で
把握したことである。乙れによって中世国家の存在が本格的に問題となり，さらに幕府論・領主制論に
傾きがちであった従来の研究動向に転換をもたらし，公家・寺社を含む中世領主権力の多角的分析をう
ながす端緒になったものである。
(2) 中世宗教について，従来旧仏教とされた諸宗を顕密仏教と捉え，乙れを正統的宗教と位置づけ，い
わゆる法然・親鷺の新仏教を異端と捉えた乙とである。これは日本中世において権門の一つを構成した
大寺社の宗教支配の実態を明らかにするとともに，新仏教の性格を明確にした点で画期的意義をもつも
のであった。
(3) 神国思想についても，ただそれだけをとり出して民族固有の信仰や国家意識の顕現として論ずる研
究傾向を批判し，それが顕密主義にかかわりをもち，その意味ではむしろ仏教的な論理のなかにあるも
のと位置づけるなど，中世社会の現実において，その特質を明らかにした。
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(4) 中世身分制について，その特質を捉えた包括的な像を示した。とくにその非人論は中世賎民史の通
説であった散所論に代る位置を占め，その後の研究の展開の起点となったものである。
(5) 本論文は，中世社会において認識されていた権門，顕密仏教，非人などの歴史的具体的な概念を，
歴史的範鴎として措定し，それによって，日本中世の実像に迫ろうとしている。このような方法は日本
中世社会の認識に極めて有効であり，こうした万法上の貢献も忘れる乙とはできない口
(6) 著者は先に日本中世の封建的性格を荘園制・村落共同体などの基礎過程において分析した研究成果
を発表しており，本論文はこの成果の上にたって国家と宗教体制の特質を明らかにしたもので，ために
その所論は斬新にして且重厚なものとなった。以上，本論文の主要な成果について述べたが，これによ
っても明らかなように，本論文は，日本中世の国家と宗教についての画期的業績であり，さらに日本中
世についての新しい像を提示して，中世史研究の現水準を創出した重要な著作である。
但し，本論文の提出した問題があまりにも巨大であるため，もちろん多くの課題が残されている。例
えば，権門体制の内容についても，国家権力内部における諸権門の位置づけや，その政治的展開をめぐ
って，新たな論点が生じる。また総じて本論文では日本中世全般にわたる問題を論じながら具体的内容
として南北朝内乱期以後の中世後期を取扱うことが少なし顕密体制の衰退・崩壊の道程についても概
括的な歴史的展望に終っている。これについても詳論が望まれると乙ろである。
しかし，これらの課題が残るとしても，それは本論文が提出した研究成果の上にたっていえることで
あり，本論文の日本中世史研究における画期的意義を損ねるものではない。本研究科委員会は，本論文が
文学博士の学位請求論文として十分に価値のあることを認定するものである。
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